
 

 

令和８年度「未来を創る教員養成セミナー」実施報告 
 

群馬県総合教育センター 

１ 日時 

  ①令和８年７月２３日（木） 

    ②令和８年７月３１日（金） 

    ③令和８年８月 ７日（金） 

    ④令和８年８月１９日（水） 

 

２ 会場  

群馬県総合教育センター 

 

３ 対象  

中学生、高校生、大学生、社会人など教職に興味のある方 

 

４ 参加者数 

   総勢･･･１３０名                          

７月２３日（木） ７月３１日（金） ８月 ７日（金） ８月１９日（水） 

参加者 １０名 

 ・中 学 生・・・ ３名 

 ・高 校 生･･･ ５名 

 ・臨時教員等・・・ ２名 

参加者 ２１名 

・中 学 生・・・ １名 

・高 校 生・・・１１名 

・大 学 生・・・ ９名 

参加者 ６１名 

・中 学 生・・・ １名 

・高 校 生・・・１６名 

・大 学 生・・・４３名 

・臨時教員等・・・ １名 

参加者 ３８名 

・中 学 生・・・ １名 

・高 校 生・・・ ９名 

・大 学 生・・・２６名 

・臨時教員等・・・ ２名 
 

 

５ 内容 

７月２３日（木） ７月３１日（金） ８月 ７日（金） ８月１９日（水） 

①オリエンテーション 

②ミニ講話 

「教職に興味のあ

る次世代へ伝え

たいこと」 

③講義・演習型 

「教員になるま

で」 

④ワークショップ型＊１ 

「教員の１日」 

①オリエンテーション 

②ワークショップ型 

「『私の理想の教員

像』を考えよ

う！」 

③講義・演習型 

「教員という生き

方（前半）」 

④ワークショップ型＊１ 

「教員という生き

方（後半）」 

①オリエンテーション 

②ミニ講話 

「教員を目指す上

で大切なこと」 

③講義・演習型 

「教員に求められ

る力」 

④ワークショップ型＊１ 

「教員の 1 年」 

⑤ワークショップ型 

「生徒指導と保護

者対応」 

①講義 

「授業のつくり方」 

②オリエンテーション 

③課題探究型＊２ 

「授業をつくって

みよう（前半）」 

＜ 昼食・休憩＞ 

④課題探究型＊２ 

「授業をつくって

みよう（後半）」 

⑤課題探究型＊２ 

「授業をしてみよ

う！」 
   

＊１ 現職教員、長期研修員、指導主事との座談会 
    ＊２ 長期研修員が助言者として授業づくりをサポート 

令和８年９月１１日 

群馬県総合教育センター 

研究企画係 天田  

TEL0270－26－9212（直通） 



６ 参加者の声（アンケート結果より） 

【中学生】 

・２年前からこのセミナーに参加して、教育に興味を持つようになりました！ 今年は

４回も夏休み中にセミナーがあって、とてもわくわくしています。同時に、「先生」

という職業の新たな魅力にも気付かされています！  第一回のセミナー、とても勉

強になりました。ありがとうございました！ 

【高校生】 

・4 回全て参加しましたがどの回もすごく自分の将来を考えるにあたって大切でために

なりました。特に 4 回目の授業を作って実際にやってみる体験が貴重な経験になり

ました。また、先生方もとても優しくて気軽に質問できたり、話せたりで楽しかった

です。 

【大学生】 

・本日は貴重なお時間をいただきありがとうございました。参加することができて本当

によかったと感じております。グループワークでは同じグループになった高校生と

共に、これまでに出会った素敵な先生とのエピソードを話し合い、グループの全員が

「寄り添い、伴走者となってくださった先生」が特に印象に残っていることに気づき

ました。小学校から特別支援学校まで、各学校種のお話を伺えたことも大変勉強にな

りました。今日学んだことを日々意識し、前向きに進んでいきたいと考えております。 

・保護者対応や生徒指導について深く考えるきっかけになった。生徒指導は、生徒が自

分らしく生きていくことができるよう支援するという理解と共に、その気持ちをも

って保護者の方と連携しながら対応していくことで、一緒に生徒の成長を支えてい

くことができると思った。伴走者として、生徒を信じながらも支えていける教員を目

指していきたいと強く考えた。 

【臨時教員等】 

・現職教員の方でもすんなり正規採用された方ばかりでなく、臨時採用や他大学での学

び直しを経て今に至る方も多いことに共感を抱きました。悩んだり立ち止まったり

しながらも今の道を切り開かれている先生方の姿に、今年から再び教職の道を模索

し始めたばかりの身として、勇気をいただきました。 

 

７．改善案 

・開催日により参加人数の差があった。生徒や学生の年間の予定を考慮し、実施日を決定

していきたい。 

・授業づくりは、小学 3 年生のわり算を参加者全員が行ったが、他教科でもやってみたい

との声があった。参加者の実態に合わせ、校種や教科を検討していきたい。 

・全日程参加した場合、重複する内容もあったため、対象や内容についても検討していき

たい。 






